
 

 

「ＨＥＩＷＡの鐘」                鯖江市鯖江中学校 １年 湯本 結愛（ゆもと ゆあ） 

 

 

みなさんは、日本にいて「よかったー。」と思うことはありますか。私はあると思います。この質問の私

の答えはある日のときにさだかになりました。 

小学六年生の秋、私の出身小学校では鯖江市小中学校連合音楽会の練習が始まりました。私の出身小学校

では鯖江市小中学校連合音楽会で「ＨＥＩＷＡの鐘」を歌うことになりました。この歌は、二度と戦争をし

てはいけないという願いがこめられています。私たちは合唱をしたことなく、練習ではいつも小さい声で歌

っていました。そこで見かねた先生たちは、私たちのために戦争についてや平和の鐘についての授業をして

くれました。ＮＨＫ ｆоｒ ｓｃｈооｌ で戦争の動画を見て学習したりしました。また先生が、 

「平和の鐘は実際にあるんだよ。」 

と教えてくれました。実際の平和の鐘は、広島県広島市中区の原爆ドームの近くにあり、核兵器と戦争のな

い世界の達成をめざし、その精神文化運動のシンボルとして知られているみたいです。その授業の最後に、

「これから、どんな風に歌いますか。」というアンケートをしました。このアンケートで、全員の想いが一

つになった気がします。そのあとの練習から、私たち六年生全員は大きな声で歌えるようになり、本番では 

「練習始めてから今までで一番いい合唱だったよ。」 

と言ってくれるまで成長できました。 

「ＨＥＩＷＡの鐘」という歌は、「戦争」に関する言葉がよくでてきます。「武器を持たぬこと」「くり返

す戦争（つみ）」「銃声が鳴り響き」などなど。ほかにもたくさんあります。色々な歌詞の中でも私は、「誇る

島の魂を永遠（とわ）に語り継ぐのさ」という歌詞が好きだし、とても心に残ります。なぜかというと、平

和ってこれからも次の世代の子どもたちにつなげていかないといけないと思うようになる歌詞だからです。 

私は、ゴールデンウィークの間にひいおばあちゃんの米寿のお祝いをしました。八十八年生きて、生活で

きていることは、昔戦争を起こしていた日本が日本国憲法の第九条の平和主義で「二度と戦争をしない」と

非核三原則で核兵器を「持たない、作らない、持ち込まない」というきまりをつくって、人々全員が自由に

生きれるようになったからだと私は思います。この時、また平和ってこれからもつないでいかないといけな

いなと思ったし、この日本だからこそ長生きしてくいのない人生にしないといけないなと思いました。 

最初の質問、「みなさんは、日本にいて『よかったー。』と思った事はありますか。」の私なりの答えは、平

和ということです。平和じゃないとここまで生きて来れなかったかもしれないし、仲のいい友達にも出会え

なかったかもしれない、そしてみんなに出会えていない。今、世界中で戦争、紛争をしている７つの場所。

その７つの場所では、無差別で人を殺す、殺されなくても生きていく場所がない。そんな、状きょうです。

世界の未来はみんなが平和で楽しく明るく生活をしている。それが私の願いです。平和って色んなことに関

することだと思います。例えば、ＳＤＧｓ。一の「貧困をなくそう」では、この目標が達成できれば平和に

なる子どもや大人がいます。自分ができることをやり、この日本で生きていることに感謝して、これからも

生きてほしいと思います。 


